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筆の都の新都創生プロジェクトについて。 
 
熊野筆を活用した総合プロジェクトと位置付け事業を行
っている。　　　　　　　　　　　（平本町長、平町総務部長） 

Q

A

（伊藤議員） 

　
民
間
が
行
う
事
業
に

対
す
る
補
助
も
算
定
対

象
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
在
実
施
中
の
事
業
費

が
既
に
交
付
対
象
の
限

度
額
を
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
新
た
に
交
付

金
の
対
象
と
す
る
こ
と

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
観
光
振
興
の

た
め
に
、
工
房
周
辺
の

多
目
的
施
設
の
整
備
や

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い
て

研
究
す
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

A

　
筆
の
都
の
新
都
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、「
熊
野
筆
」
を
観
光
の
核
と

し
た
交
流
人
口
の
増
加
、
定
住
促
進

等
を
推
進
す
る
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
位
置
付
け
て
い
る
。„
観
光
振
興
・

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“
で
は
、
企
画

展
の
開
催
等
、
多
数
の
事
業
に
よ
り

筆
の
普
及
促
進
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
観
光
客
数
を
、
今
年
度

か
ら
３
ヵ
年
で
１.５
倍
に
、
町
の
製
造

品
出
荷
額
・
総
生
産
額
を
、
そ
れ
ぞ

れ
１
割
増
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。 

A 　
総
務
省
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
成
果
指
標
„
観
光
振
興
・

交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
“
の
内
容
は
。

Q

　
今
年
度
「
頑
張
る
地
方
応

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
応
募
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
支
援
措

置
と
し
て
、
年
３
千
万
円
を

上
限
に
特
別
交
付
税
（
３
年
間
）

が
、
ま
た
、
普
通
交
付
税
は

製
造
品
出
荷
額
や
転
入
者
人

口
等
、
新
た
に
９
つ
の
成
果

指
標
が
算
定
に
加
え
ら
れ
て

い
る
。
な
お
、
頑
張
り
の
成

果
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
状

況
に
配
慮
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
段
階
で
は
具

体
的
に
示
さ
れ
て
い
な
い
。 

A 　
独
自
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

自
ら
が
考
え
取
り
組
む
自
治

体
に
、
地
方
交
付
税
等
の
支

援
措
置
を
講
じ
る
と
い
う
こ

と
は
、「
地
方
の
頑
張
り
の
成

果
」
を
地
方
交
付
税
算
定
に

反
映
さ
せ
る
わ
け
で
あ
る
が
、

普
通
交
付
税
及
び
特
別
交
付

税
は
ど
の
よ
う
な
算
定
が
な

さ
れ
た
の
か
。

Q

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、

交
流
人
口
増
加
を
図
る
視
点

に
着
目
し
た
と
き
、
基
点
と

な
る
で
あ
ろ
う
筆
の
里
工
房

へ
の
交
流
人
口
増
加
と
、
現

在
町
が
進
め
て
い
る
「
筆
の

都
の
案
内
人
養
成
塾
」
等
の

観
光
推
進
事
業
を
円
滑
に
進

め
る
に
は
、
工
房
周
辺
の
多

目
的
利
用
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
る
。

こ
の
実
施
主
体
は
、
民
間
事

業
者
で
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
補
助
事
業
に
取
り
入

れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Q

穂首作りのようす 

観光ボランティアに案内された方が、 
筆事業所から説明を受ける 
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プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報
や
生

活
情
報
は
、
自
立
し
た
生
活

と
社
会
参
加
に
欠
か
せ
な
い

情
報
源
だ
が
、
活
字
文
書
の

ま
ま
だ
と
視
覚
障
害
者
の
方
々

が
入
手
す
る
こ
と
は
大
変
困

難
で
あ
る
。「
活
字
文
書
読
み

上
げ
装
置
」
の
設
置
を
。

Q

　
国
の
「
障
害
者
自
立
支
援
対
策

臨
時
特
例
交
付
金
事
業
」
の
実
施

決
定
に
伴
い
、
そ
の
制
度
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
現
在
県
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
事
業

計
画
に
当
っ
て
は
、「
活
字
文
書

読
み
上
げ
装
置
設
置
」
を
含
め
十

分
な
検
討
を
行
い
、
障
害
者
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

A

公的窓口に「活字文書読み上げ装置」の設置を。 
 
十分に検討を行っていく。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（立花民生部長） 

Q

A

（福垣内議員） 

　
日
没
後
は
町
全
体
が

暗
く
な
り
、
呉
か
ら
熊

野
に
入
っ
た
途
端
に
道

路
が
暗
く
な
る
。
防
犯

の
観
点
か
ら
も
、
街
灯

の
整
備
、
増
設
は
で
き

な
い
か
。

Q

　
防
犯
灯
の
設
置
（
増
設
も
含
む
）

や
維
持
管
理
は
、
各
自
治
会
に
委
ね

て
お
り
、
そ
の
新
設
（
２
万
円
を
上

限
と
し
て
８
割
）
や
電
気
代
（
６
割
）

に
つ
い
て
は
「
熊
野
町
防
犯
灯
設
置

等
補
助
金
交
付
要
綱
」
に
基
づ
き
、

補
助
金
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。
防

犯
対
策
の
面
で
は
、
夜
間
に
各
家
庭

の
門
灯
や
玄
関
灯
を
点
灯
す
る
「
一

戸
一
灯
運
動
」
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
。 

A

街灯の整備、増設について。 
 
「一戸一灯運動」を推進している。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　  （広田生活環境課長） 

Q

A

（白築議員） 
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